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議
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吉
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出
宇
久
島
に
お
け
る
風
力
発
電
計
画
と
環
境
影
響
評
価
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
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を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
吉
川
里
奈
君
提
出
宇
久
島
に
お
け
る
風
力
発
電
計
画
と
環
境
影
響
評
価
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
評
価
書
」
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
四
十
六
条
の
十
六
の
規
定

に
基
づ
き
、
特
定
事
業
者
（
同
法
第
四
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
特
定
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
評
価
書
（
環
境

影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

を
作
成
し
た
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
特
定
事
業
者
か

ら
の
評
価
書
の
届
出
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
環
境
影
響
評
価
制
度
そ
の
も
の
が
、
意
見
・
勧
告
が
実
効
性
を
持
た
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
」
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
環
境
大
臣
や
経
済
産
業
大
臣
が
出
し
た
意
見
や
勧
告
が
、
実
際

に
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
仕
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
電
気
事
業
法
第
四
十
六
条
の
十
六
の
規
定
に
基
づ
く

評
価
書
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
法
第
四
十
六
条
の
十
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
大
臣
は
、
評
価
書
に
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係
る
特
定
対
象
事
業
（
同
法
第
四
十
六
条
の
四
に
規
定
す
る
特
定
対
象
事
業
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
環
境
の
保
全
に
つ
い

て
の
適
正
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
り
、
か
つ
適
切
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定

事
業
者
に
対
し
、
評
価
書
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
第
四
十
八
条
第
四

項
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
に
基
づ
く
事
業
用
電
気
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
に
つ
い
て
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に

お
い
て
は
、
主
務
大
臣
は
、
当
該
届
出
の
あ
っ
た
工
事
の
計
画
が
同
法
第
四
十
六
条
の
十
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
に

係
る
評
価
書
に
従
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
工
事
の
計
画
を
変
更
し
、
又
は
廃
止
す
べ
き
こ
と
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
意
見
を
履
行
し
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
手
立
て
」
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
法
第
三
十
八
条

の
二
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
第
七
号
ロ
に
掲
げ
る
措
置
（
回
復
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
そ

の
保
全
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
環
境
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
確
実
で
な
い
も
の
と
し
て
環
境
省

令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
号
ハ
に
掲
げ
る
措
置
及
び
同
号
ハ
に
掲
げ
る
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
環
境
の
状
況
に
応

じ
て
講
ず
る
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
で
あ
っ
て
、
当
該
事
業
の
実
施
に
お
い
て
講
じ
た
も
の
に
係
る
報
告
書
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
用
電
気
工
作
物
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
を
行
お
う
と
す
る
事
業
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者
は
、
電
気
事
業
法
第
四
十
六
条
の
二
十
一
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
環
境
影
響
評
価
法
第
三
十
八
条
の
三

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
報
告
書
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
長
期
間
手
続
が
止
ま
っ
て
い
た
計
画
を
再
開
す
る
際
に
は
、
調
査
や
評
価
を
や
り
直
す
仕
組
み
」
に

つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
環
境
影
響
評
価
法
第
二
十
八
条
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
っ

て
か
ら
同
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
行
う
ま
で
の
間
に
同
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
修
正
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
項
の
修
正
が
事
業
規
模
の
縮
小
、
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
修
正
そ
の
他
の
政
令
で
定

め
る
修
正
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
同
号
に
掲
げ
る
事
項
の
修
正
後
の
事
業
が
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
対
象
事

業
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
修
正
後
の
事
業
に
つ
い
て
、
同
法
第
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
環
境
影
響

評
価
（
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
そ
の
他
の
手
続
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
政
府
は
、
住
民
の
生
活
環
境
や
健
康
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
環
境
影
響
評
価
法
に
お
い
て
、
事
業
者
が
同
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法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
事
業
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
事
業
者
は
同
法
第
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
影
響
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
当
該
事
業
者
が
環
境
影
響

評
価
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
の
実
施
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
環
境
の
構
成
要
素
に
係
る
項
目
ご
と
に

調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
に
係
る
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、

「
環
境
影
響
評
価
法
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
が
定
め
る
べ
き
指
針
等
に
関
す
る
基
本
的
事
項
」
（
平
成
九
年
環
境
庁
告
示

第
八
十
七
号
）
別
表
に
お
い
て
、
当
該
項
目
の
一
つ
と
し
て
「
騒
音
・
低
周
波
音
」
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
事
業
の
実
施
に

よ
り
当
該
項
目
に
係
る
環
境
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
に
お
い
て
、
当
該
項
目
に
係
る
環
境

影
響
評
価
を
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
事
業
者
は
、
同
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該

環
境
影
響
評
価
の
結
果
に
係
る
事
項
を
記
載
し
た
同
項
に
規
定
す
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書
（
以
下
「
準
備
書
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
電
気
事
業
法
第
四
十
六
条
の
十
一
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
準
備
書
を
経
済
産
業
大
臣
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
同
大
臣
は
、
同
法
第
四
十
六
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境

大
臣
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
関
係
都
道
府
県
知
事
等
の
意
見
を
勘
案
し
、
「
騒
音
・
低

周
波
音
」
に
よ
る
影
響
の
回
避
・
低
減
を
含
む
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
適
正
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
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必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
事
業
者
に
対
し
、
当
該
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
手
続
に
よ
り
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
事
業
者
等
に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
結
果
に
つ

い
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
事
前
に
予
防
的
措
置
を
講
じ
、
十
分
な
住
民
の
合
意
形
成
を
担
保
す
る
仕
組

み
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
環
境
影
響
評
価
法
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
準
備

書
を
作
成
し
た
と
き
に
は
、
同
法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
準
備
書
を
作
成
し
た
旨
等
を
公
告
し
、
公
告
の
日
か

ら
起
算
し
て
一
月
間
、
準
備
書
等
を
事
業
に
係
る
環
境
影
響
を
受
け
る
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
内
に
お
い
て
縦
覧

に
供
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
事
業
者
は
、
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
縦
覧
期
間
内
に
、
当
該
地
域
内
に
お
い
て
準
備
書
の
記
載
事

項
を
周
知
す
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
同
法
第
十
八
条
に
お
い
て
、
準
備
書

に
つ
い
て
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
有
す
る
者
は
、
事
業
者
に
対
し
、
当
該
意
見
に
係
る
意
見
書
の
提
出
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
者
は
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
者
が
作
成
す
る
評
価
書
に
お

い
て
、
当
該
意
見
に
つ
い
て
の
事
業
者
の
見
解
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
法
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に
お
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
手
続
に
お
け
る
一
般
公
衆
か
ら
の
意
見
聴
取
等
の
手
続
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
八
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
九
条
第
四
項
第
六
号
に
お
い
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
の
認
定
（
同
項
の
認
定
（
法
第
十

条
第
一
項
の
変
更
又
は
追
加
の
認
定
を
含
む
。
）
）
の
基
準
の
一
つ
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
の
場

所
の
周
辺
地
域
の
住
民
に
対
す
る
説
明
会
の
開
催
等
を
挙
げ
て
い
る
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
森
林
の
伐
採
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
機
能
の
喪
失
と
、
発
電
に
よ
る
排
出
削
減
効
果
と
の
関
係
」
に
係
る
定
量

的
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
、
「
基
準
や
手
法
」
が
必
ず
し
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
お
り
、
「
ど

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
の
２
に
つ
い
て 

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
（
令
和
七
年
二
月
十
八
日
閣
議
決
定
）

に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
を
徹
底
し
、
関
係
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
が
連
携
し

て
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
の
共
生
と
国
民
負
担
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら
最
大
限
の
導
入
を
促
す
」
と
い
う
基
本
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的
考
え
方
の
下
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
あ
た
り
、
出
力
の
変
動
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力

市
場
へ
の
統
合
を
進
め
る
た
め
、
揚
水
発
電
や
蓄
電
池
の
活
用
な
ど
、
調
整
力
の
確
保
を
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
余
地
が
大
き
い
地
域
と
需
要
地
を
つ
な
ぐ
地
域
間
連
系
線
の
整
備
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
出
力
制
御
量
の
抑
制
に
取
り
組
む
」
方
針
で
あ
る
。 

 
 

そ
の
上
で
、
お
尋
ね
の
「
そ
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
と
見
込
ま
れ
る
予
算
規
模
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的

に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
具
体
的
な
支
援
策
」
に
つ
い
て
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
併
設
さ
れ
る
蓄
電
池
の
導
入
支
援
等
に
係
る
予
算
措
置
等
を
講
じ
て
お
り
、
ま
た
、
法

第
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
市
場
取
引
等
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
供
給
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
の
実
施
に
併
せ
て
蓄
電
池
等
を
活
用
す
る
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


